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＜要   約＞ 
 わが国における看取りの場所は，医療技術の進展や社会保障制度のあり方に大きく影響を
受けながら変化している。1951年には  8  割以上が自宅での看取りであり，病院は全体の  1 
割にも満たなかった。しかしその後の医療保障制度の充実と医療施設の拡充により1977年
には病院が自宅を上回るようになった。ところが病院は2005年をピークに減少し始める。
要介護状態にある高齢者の生活の場所となっている福祉施設や介護老人保健施設が看取りま
で行うようになってきたのである。現在ではこのような場所の変化を受けて，様々な専門職
が看取りに携わるようになっている。そこで本稿では専門職者が死生観に関してどのような
関心を寄せているかについて現状を把握したいと考え，論文検索によって得られたこれまで
の研究成果を分析することで現状把握を試みた。分析対象資料は120件であった。 
 その結果，死生観に関する研究成果は1989年から発表されており，2002年から増加傾向
にあることが明らかとなった。また，看取りに携わる専門職の多様化に伴い，研究領域は多
岐に渡っていた。研究調査対象は養成教育段階にある学生がもっとも多く，次いで現任者で
あった。今後の課題としては個々の領域における「死生観」に関する研究がより活発に進め
られること，引き続き死生観の涵養に寄与する研究が為され長期的な視点で現場に貢献され
ること，多職種連携の観点からは学際的な研究が為されることが必要であると考える。 
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はじめに 
 現在，これまで病院での看取りが一般的であっ
た時代から看取りの場所は多様化する時代に移行
しつつある。病状によっては患者・家族が看取り
の場所を選択することも可能になってきている。
こうした場合，患者や家族のもつ死生観と，そこ
から生じる全人的ニーズに専門職者は応えていく
ことが求められるようになり，専門職者の死生観
に対する理解が実践的なケア活動に反映されるこ
とになる。死について正面から語ることを避けて
きた時代から，現在は医療や福祉の領域から死生
観を問い直す動きが顕著になっている。現場から
の要請に対して，研究活動はどのように貢献して
きているか。それを捉える必要があると考えた。 
 
１．研究の背景 
（１）我が国における看取りの場所の変化 
 わが国における看取りの場所は，医療技術の進
展や社会保障制度のあり方に大きく影響を受けつ
つ時代とともに変化している。厚生労働省「人口
動態調査」1)によれば，1951年には自宅での看取
りが82.5％，病院での看取りはわずか9.1％と  1 
割にも満たなかった。その後，医療保障制度の仕
組みがわが国全体に浸透していくとともに，国民
にとって受診・受療行為は身近なものとなってき，
病院での看取りが右肩上がりで増加していく。一
方，自宅での看取りは減少の一途を辿り，およそ
25年という期間を経て1977年に病院での看取り
が自宅での看取りを上回るようになった。この間
の社会背景としては，1970年にわが国は65歳以
上人口比率が  7  ％を超える「高齢化社会」に突
入し，少子高齢化という言葉が意識されるように
なった。さらに1994年には高齢者人口が14％を
超える「高齢社会」となり，社会的入院と施設の
慢性的な不足が社会問題として表面化していった。
こうした社会の変化に対応するために2000年  4 
月から新たな社会保障の仕組みとして公的介護保
険制度が導入された。これにより「介護の社会
化」が推し進められることとなった。しかし看取
りの場所としては依然として病院が増加し続けて
おり，2005年には79.4％，自宅での看取りは
12.6％にまで減少していった。 
 ところが，この2005年をピークに病院での看
取りは減少し始める。しかし自宅での看取りはほ
ぼ横ばい。病院に代わって看取りを引き受けるよ
うになったのが，介護が必要な状態となった高齢
者の生活の場所となっている老人福祉施設や介護
老人保健施設である。こうした変化の背景には社
会保障制度の改訂がある。増大する医療費を抑制
しなければならない観点から始められた医療提供
体制の改革は，介護保険制度の推進という形で進
められていく。2006年介護報酬改定により特別
養護老人ホームの介護報酬に「看取り介護加算」
が新たに創設された。更に2009年介護老人保健
施設とグループホームにも「看取り介護加算」が
加わった。また，施設によらない看取りの場所と
して，在宅での看取りを支援するために，2006
年度診療報酬改定では「在宅療養支援診療所」が
創設された。 
 このような医療保険制度改革の流れは今後も続
けられていく。したがって病院での看取りは減少
し，在宅と高齢者施設での看取りが増加するとい
うこの傾向は続くと予想される。 
 
（２）社会変化と死生観 
 生や死に関する考え方や態度は様々な表現を用
いて長く語られてきたが，それらを総称する言葉
として「死生観」という語が生成されたのは日露
戦争前後のこととされている。この時代，戦争と
いう大きな社会背景のなかで加藤咄堂の『死生
観』（1904年）が出版され，武士道精神を説きな
がら日本人は死にどう向き合うべきかについて論
じられた。これをもって死生観という語が定着す
るに至った。さらに，太平洋戦争の時代には鈴木
大拙の『日本的霊性』（1944年）が出版され，現
代につながる死生観研究の礎を築いていった。以
後，わが国は大きな戦争を体験せずに済んでおり，
生や死に関する問いを真正面から投げかけられる
社会ではなくなっていった。 
 島薗（2010）は，高度経済成長期の日本は医
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療サービスが急速に改善され，長寿化が進行した
時代でもあり（中略），1960年代，70年代の日本
は確かに死のタブー化が大いに深まったといって
よい2)と述べている。この時代は看取りの場が自
宅から病院へと移行し，次第に死の文化が日常的
な暮らしの中から切り離されていった時期と重な
る。これまで，現代は死について語ることを避け
る傾向があり，それが死という自然な出来事に向
き合うことができない不健全な文化を形作ってい
ると多く論じられてきた。しかし，こうした傾向
があまりに強まってきた反動からか，今度は死の
文化を取り戻そうとする動きが起こる。前述の島
薗（2010）は，80年代から90年代にかけて，日
本では医療やケアの現場から死生観を問い直す動
きが顕著にみられるようになり3)，さらに，21世
紀に入るころには再び死を正面から見つめようと
する気風も育ってきたようだ4)，と述べている。
この時代は1981年に日本に最初のホスピスが設
立され，ホスピス運動が次第に広まっていった時
期であり，一般病院で行われている看取りに対す
る疑問が患者・家族側およびケア従事者側の双方
から表面化してきた時期と重なる。このように，
死生観は歴史や文化などの社会的背景に強く影響
されているということができる。 
 それでは，専門職者が死生観に対する理解を深
めることがなぜ必要なのか。現在は死について語
ることが疎隔される時代は過ぎ，死生観の再構成
が正面から語られている。むしろ専門職者にとっ
ては，患者・家族から死生観に触れるような問い
かけを受けたり，対応を求められる場面も少なく
ないであろう。これに対して清水（2010）は，
ケアの場面において必要としている死生について
の理解，ことにケアという実践をどのように進め
ていくか，どう患者・利用者やその家族に対応し
ていくか，といった実践知を涵養すること5)にか
かわる研究が求められていると述べている。 
 
２．研究の目的 
 今日，看取りの場は多様化する傾向にあり，
様々な専門職者が看取りの担い手となっている現
状がある。したがって対人援助職者は各々の援助
技術を磨くと同時に，死生観の涵養が必要である
と考える。また，看取り期にある利用者のもつ全
人的ニーズに対応していくためには多職種による
連携・協働が必要不可欠となっている。これに伴
い，研究領域においても学際的なアプローチが期
待される。 
 本研究の目的は，看取りの段階と死生観に関連
するこれまでの研究について，論文検索により得
られた資料の分析を通して，これまでの研究動向
と今後の研究課題を明らかにすることである。 
 
３．研究の視点および方法 
 このため本研究では国内文献を分析対象とし，
日本の論文検索システムとして広く活用されてい
る国立情報学研究所学術情報ナビゲータCiNii 
Articlesを用いて資料収集を行った。また，看取
りの段階を示す用語については，「ターミナルケ
ア」「終末期」「緩和ケア」の  3  つによって表現
される場合が多くみられるが，これらは現状とし
て明確に区別して使用されてはいない。そのため
本稿においては，これらを「看取りの段階」を示
す同義語として位置づけ，検索語はこれら  3  語
と「死生観」のAND検索によって抽出した。 
 
４．倫理的配慮 
 本研究は論文検索システムにより収集した資料
から考察を試みるものであるが，文献引用におい
ては原文を適正に引用するものとする。 
 
５．研究結果 
 検索の結果，「ターミナルケアと死生観」につ
いては39件（1989年～2012年），「終末期と死生
観」は67件（1992年～2012年），「緩和ケアと死
生観」は29件（2002年～2012年），のべ135件が
抽出された。このうち重複資料を除外した結果，
分析対象資料は120件となった。 
 まずは全体的な研究の動向をつかむため，論文
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検索により得られたデータについて経年変化を概
観する（図  1 ）。それによると研究成果発表の初
発は1989年であり，2001年までは  1  桁代でほと
んど増減がみられなかった。2002年からは成果
数にばらつきはあるものの全体としては増加傾向
がみられた。また，これまでに最も研究結果の発
表が多かった年は2010年の23本であった。 
 次にどのような研究領域において死生観に関す
る研究がなされてきたかについて，領域別に推移
をみてみる（図  2  ）。今回の資料収集方法によっ
 
 
図１ 年次推移 
 
 
 
図２ 研究領域別の年次推移 
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て得られた結果によれば，これまでに死生観に関
する研究成果が発表された研究領域は，看護学，
医学，介護福祉学，社会福祉学，心理学，宗教学，
文化人類学，社会学，哲学，薬学，作業療法学，
理学療法学の12領域であった。また，領域別の
推移については2000年以前は発表される成果数
そのものも少なかったが，その研究領域は看護学
領域と医学領域に留まっていた。コメディカル領
域における研究成果が最初にみられたのは1997
年の社会福祉学領域であった。また，利用者の死
生観が表出されやすい専門職として考えられる介
護福祉学領域における研究は2003年に初めて成
果が発表され，それ以降は毎年発表されている。
2004年以降は2011年を除き毎年複数の研究領域
から成果が発表されている。 
 その他研究概要の分析結果については，表  1 
のようになった。 
 研究対象は，学生，現任医療従事者，一般市民，
患者・患者家族，諸外国の 5 つであった。とりわ
け専門職の要請教育機関において学生を対象とし
た調査研究がもっとも多く，42.6％であった。そ
の研究手法としては質問紙を用いた量的調査が多
くみられたが，なかには実習記録やレポートを分
析する手法もみられた。次いで多かったのは現任
医療従事者を対象とした調査で，27.9％であった。
これには質問紙を用いた量的調査と，面接等によ
る質的調査が同程度みられた。一方，患者や家族
を対象とした研究は全体の7.4％にとどまった。そ
の方法は専門職として実際に関わりをもった患者
や家族との記録を分析したものが大部分であった。 
 研究目的としては，医療環境の整備・充実，教
育，死生観の国際比較の  3  つに大別された。医
療環境の整備・充実という医療現場に対する貢献
を直接の目的とした研究がもっとも多く，51.7％
であった。次いで学生の養成教育に役立てること
を目的とした研究が47.5％であった。 
 掲載誌は学会・研究会誌，紀要，抄録集，一般
雑誌の  4  種類であった。このうち学会・研究会
誌が62.5％ともっとも多かった。次いで教育研究
機関の紀要が35.8％であった。 
 
 
表１ 研究の概要 
項目 内訳 数 ％ 
1.研究対象 学生 52 42.6 
 
現任医療従事者 34 27.9 
 
患者・患者家族 9 7.4 
 
一般市民 26 21.3 
  諸外国 1 0.8 
2.研究目的 医療環境の整備・充実 62 51.7 
 
教育 57 47.5 
  死生観の国際比較 1 0.8 
3.掲載誌 学会・研究会誌 75 62.5 
 
紀要 43 35.8 
抄録集 1 0.8 
  一般雑誌 1 0.8 
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６．考 察 
（１）これまでの研究動向から 
 これまでの研究動向から以下の点が考察された。 
 まず，経年変化からは2002年以降死生観に関
する研究が増加傾向にある点が明らかとなった。
近年それぞれの研究領域において死生観に対する
関心が高まっているといえる。また，2004年以
降は研究領域が多岐に渡ってきている点も興味深
い。様々な専門職が看取りに携わっている現状か
ら，専門職養成において死生観に関する研究と研
究成果の提示という形での貢献が求められている
ことが考えられる。 
 経年変化で特筆すべきは2010年に発表成果が
急増している点である。その内訳は看護学が  9 
本，医学が  6  本，介護福祉学が  4  本と23本中19
本が医療と福祉の領域で占められている。この急
増の背景には，一連の医療制度改革による医療報
酬と介護報酬の改定により病院以外の高齢者施設
や在宅での看取りが増加したことが考えられる。 
 つぎに，掲載誌の選択に関しては，多くの場合
執筆者はその読者層を想定して掲載誌を選定する。
本研究において死生観に関する研究成果が学会・
研究会誌にもっとも多く掲載されていたことは，
研究成果を現任従事者に読んでほしいという意識
の表れと考えられる。 
 これらの結果からいえることは，医療環境の充
実のため，そこに携わる現任医療従事者自身が自
らの死生観を涵養する必要性を感じていると同時
に，患者や家族の死生観を理解したいと望んでい
るものと考えられる。したがって，死生観に関す
る研究が多方面から更に進められることが臨床現
場におけるケア活動への貢献につながるといえる。 
 
（２）今後の課題 
 これまでの研究動向からは看護学領域では看取
り期の死生観に関する研究が活発に行われている
ものの，他の学問領域では研究が活発に進んでい
るとは必ずしもいえない状況であることが明らか
となった。今後の課題としては以下の点が考察さ
れた。個々の領域における「死生観」に関する研
究がより活発に進められ，死生観の涵養に寄与す
る研究が為され長期的な視点で現場に貢献される
ことが期待される。 
 また，今回得られた資料では学際的な研究成果
として発表されているものはみられなかった。多
職種連携の観点からは今後の課題として学際的な
研究が為されることが期待されていると考える。 
 
おわりに 
 看取りの段階にある対象者のニーズに応えるに
は，専門職者がケアの技術を向上させるとともに，
その根底を支える死生観を涵養すること。自身の
死生観を確立すると同時に，患者・家族の死生観
を尊重する気持ちを持ちながらケアにあたること。
それが双方にとってのより良い看取りの場を形成
することにつながるものと考える。 
 医療技術の進展によって，これからの時代は
「三人称の死」だけでなく，「二人称の死」さらに
「一人称の死」について問いかけられる機会が否
応なく増えていくだろう。そうした時代に突入し，
死生観に関する研究が貢献する領域は今後ますま
す拡大していくと考えられる。 
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